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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・飯田　修子様～食事普通盛りから大盛りに変更。
・神田　直樹様～食事普通盛りから大盛りに変更。
・木村　格治様～ケルガ―液5本処方。

・尾崎　マリ子様～療養環境変更目的にて、東Aユニット→東Bユニットへ移動となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。主治医指示にて、本日から10：00～11：00、14：00～15：
00開放観察開始。喫煙は1時間開放中に1本で許可あり。説明にて開放観察開始。気分の高揚さあり、嗜好品の要求頻回。説明には聞き入れる事出来ず、その後も、嗜好品の要求頻回に見られている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。声高さみられるも、対面時穏やか。嗜好品の過度な要求は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、他者への干渉や纏わりつく行為あり介入要す。断続的にドア蹴りあり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～時間隔離中。自室で臥床し過ごす。苛々感訴えや不満、不調の訴えなし。対面時穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・板橋　愼悦様～身体拘束中。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～身体拘束中。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・見付　幸一様～食事は拒否あり、数口～不食。指示の点滴はトラブル無く施行。バイタルサインの異常はない。食後は、希望あり自室で臥床し過ごす。
・金沢　貫藏様～粗暴性は無く臥床傾向。離床後、自室が分からなくなり、他室侵入あり、介入要す。介入時の易怒性は無い。
・矢崎　清三様～車椅子自操しホール内を徘徊している。不穏さは無い。
・嶋守　直人様～自室で臥床し過ごされている。食事は全量摂取。拒薬無し。貧困妄想様の独語が断続的に持続。
・上平　實様～指示の点滴はトラブル無く施行している。不調や離脱症状の訴えは無い。
・夏坂　浩美様～発熱無く経過。各食全量摂取し面会にておやつも摂取している。活気のなさあり動作緩慢見られている。不調の訴えは無い。
＜皮膚科診察情報＞
・夏坂　浩美様～左踵、背部著明に軽快。同処置継続。
・木村　美智子様～爪稍軽快。同処置継続。
・水梨　孝純様～皮弁切除。同処置継続。
・泉山　紀子様～特変なし。同処置継続。
・飯田　修子様～頭部発毛、伸び順調。両手の皮膚乾燥・発赤は特変なし。同処置継続。
・見付　幸一様～仙骨部に深い潰瘍、ポケット形成あり。壊死組織は少ない。
イソジンシュガー+ガーゼ+テープ固定
腰椎部の表皮剥離、壊死組織少量。
ゲーベンクリーム塗布+ガーゼ
・金澤　貫藏様～右第1趾　爪囲に潰瘍、肉芽、腫脹著名

ゲンタシン軟膏＋包帯

左下腿に長さ15ｃｍの瘢痕、痂皮付着

ゲーベンクリーム塗布＋ガーゼ
・名久井　光雄様～表皮剥離著明に改善。発赤、落屑（+）

両下腿にゲンタマイシン軟膏塗布。
・矢崎　清三様～両手・両足　落屑著名、ところにより環状発赤

爪　混濁、変形

白癬（両手・両足・爪）→クリーム塗擦

両上肢　皮膚乾燥、落屑著名、痒み（＋）

慢性湿疹→軟膏塗擦
＜田名部Dr診察情報＞

・袴田　将志様～1/11臨時薬よりオランザピン20㎎→10㎎、インベェガ、ビベリデン中止、フルメジン（３）開始へ変更となり他同内容で7日分処方となる。隔離継続指示。午前午後の開放観察中の各1本ずつのたばこは許可あり。
・立花　圭様～1/30定期薬よりフルメジン2mg開始、シクレスト15mg→20mgへ変更となり、他同内容で7日文処方となる。
・山本　真智子様～1/25臨時薬よりクエチアピン300mg→150mg、センナリド2錠開始へ変更となり他同内容で7日分処方となる。
・高屋敷　良子様～1/25～臨時薬はオランザピンOD5㎎中止、クエチアピン200mgが追加変更となり他同内容で7日分処方となる。吸引、経管栄養継続指示あり。

・小澤　和子様～1/25臨時薬よりシクレスト5㎎中止、　フルメジン2mg追加へ変更となり他同内容で7日分処方となる。

・小笠原　久年様～1/25臨時薬よりロドピン200㎎→150㎎、フルメジン３mg→5mgへ変更となり、他同内容にて継続処方。
・瀧又　富造様～1/25臨時薬よりメマリーOD５mg追加へ変更となり、他同内容にて継続処方。
・倉橋　生子様～1/25～臨時薬同内容にて継続処方。便秘時のIFオーダ―指示あり。シンラック1本処方。右手背の発心にユベラ軟膏処方あり。
・尾嵜　マリ子様～1/25臨時薬～インベェガ３mg→６mg、センナリド2錠追加、コント民中止へ変更となり、その他同内容にて処方あり。
・畑中　成夫様～1/30臨時薬～アリプラゾールOD12㎎→24㎎へ増量に変更となり、その他同内容で7日分処方あり。本人の強い希望で現状のタバコに2本増量となる。
・江刺家　キヨ様～1/30定期薬～カロナール400㎎→200㎎へ変更となり、その他同内容にて処方あり。

・嶋守　直人様～1/24～臨時薬リフレックス15㎎追加処方2日分あり。
・石黒　理一郎様～1/25臨時薬～チアプリド50㎎追加、グラマリール中止へ変更となりその他同内容にて7日分処方あり。入院前より状態改善した為、蒸すs目様へ連絡しグループホームへ帰る方向。
・吉島　知寿子様～膝・腰・手首の疼痛のためハップスター3パック処方あり。
＜入院患者情報＞
  氏    名：高屋敷　はち様

  生年月日：昭和6年7月15日　　87歳

  病    名：アルツハイマー型認知症・レビー小体型認知症

  性    別：女性

  病　　棟：東病棟Cユニット予定

  主治医  ：深澤Dr

  入院形態：医療保護入院
（経緯）

　現在、三戸病院メンタルヘルス科に通院中の患者様。

　不眠徘徊がみられ、トイレに行ったことも忘れてしまい、1時間に何度も

　トイレに行くなどの症状でH30年9月13日に初診となっている。

　内服による経過観察としていたが、不眠・落ち着きなさ・徘徊が頻発

　しているため家族負担が多くなる一方である。自宅での介護が困難な

　ため、入院相談がある。

　H31年1月24日、東Aユニット入院となる。
LTセットCプラン、オムツなし
上下総義歯、インフルエンザワクチン接種済み
